
保保
護護
者者
のの
皆皆
様様
、、
おお
子子
様様

のの
ごご
進進
級級
、、
ごご
入入
学学
、、
おお
めめ

でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
平平
成成

二二
十十
三三
年年
度度
、、
緑緑
中中
学学
校校
はは

五五
クク
ララ
スス
、、
七七
十十
一一
名名
のの
生生

徒徒
とと
二二
十十
二二
名名
のの
職職
員員
でで

スス
タタ
ーー
トト
をを
切切
りり
まま
しし
たた
。。

子子
どど
もも
のの
健健
やや
かか
なな
成成
長長
をを
願願
わわ
なな
いい
親親
はは
おお
りり

まま
せせ
んん
。。
少少
しし
のの
ここ
とと
でで
もも
一一
喜喜
一一
憂憂
すす
るる
姿姿
はは
真真

にに
人人
間間
的的
でで
すす
。。
思思
春春
期期
真真
っっ
只只
中中
のの
子子
どど
もも
たた
ちち

をを
前前
にに
しし
てて
、、
戸戸
惑惑
いい
をを
感感
じじ
るる
ここ
とと
もも
多多
いい
のの
でで

はは
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
そそ
れれ
ここ
そそ
がが
大大

切切
なな
ここ
とと
だだ
とと
考考
ええ
まま
すす
。。

子子
どど
もも
たた
ちち
はは
日日
々々
、、
成成
長長
しし
てて
いい
まま
すす
。。
たた
だだ

しし
、、
大大
人人
のの
期期
待待
どど
おお
りり
にに
自自
分分
をを
表表
現現
すす
るる
とと
はは

限限
りり
まま
せせ
んん
。。
どど
ここ
とと
なな
くく
よよ
そそ
よよ
そそ
しし
いい
態態
度度
、、

反反
抗抗
的的
でで
生生
意意
気気
なな
態態
度度
等等
々々
。。
成成
長長
すす
るる
ここ
とと
のの

意意
味味
をを
大大
人人
がが
しし
っっ
かか
りり
捉捉
ええ
てて
いい
なな
けけ
れれ
ばば
、、

「「
駄駄
目目
なな
子子
」」
「「
いい
けけ
なな
いい
子子
」」
のの
レレ
ッッ
テテ
ルル
をを
気気

づづ
かか
ぬぬ
うう
ちち
にに
貼貼
りり
付付
けけ
てて
しし
まま
うう
結結
果果
にに
もも
なな

りり
かか
ねね
まま
せせ
んん
。。

本本
当当
にに
成成
熟熟
しし
たた
大大
人人
とと
はは
、、
自自
分分
がが
子子
どど
もも
だだ

っっ
たた
頃頃
のの
気気
持持
ちち
をを
忘忘
れれ
ずず
にに
いい
るる
人人
でで
すす
。。
つつ
まま

りり
、、
子子
どど
もも
とと
いい
うう
大大
切切
なな
存存
在在
をを
分分
かか
っっ
てて
いい
るる

人人
でで
すす
。。
そそ
のの
ここ
とと
をを
忘忘
れれ
てて
しし
まま
うう
とと
どど
うう
いい
うう

ここ
とと
がが
起起
ここ
るる
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

○○
自自
分分
がが
達達
成成
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
をを
子子
どど
もも
にに
託託
すす

成成
績績
のの
いい
いい
人人
がが
うう
らら
やや
まま
しし
かか
っっ
たた
。。

ここ
のの
子子
にに
はは
頑頑
張張
らら
せせ
なな
けけ
れれ
ばば
！！

○○
条条
件件
付付
けけ
でで
子子
どど
もも
をを
受受
けけ
入入
れれ
るる

なな
にに
！！
ここ
のの
成成
績績
。。
どど
うう
すす
るる
のの
！！

○○
ここ
どど
もも
をを
見見
つつ
めめ
るる
ここ
とと
なな
くく
、、
見見
張張
るる

宿宿
題題
やや
っっ
たた
？？
！！
何何
、、
だだ
らら
だだ
らら
しし
てて
いい
るる
のの
！！

何何
もも
でで
きき
てて
なな
いい
じじ
ゃゃ
なな
いい
！！

ここ
れれ
はは
ほほ
んん
のの
一一
部部
でで
すす
がが
、、
子子
どど
もも
がが
ああ
りり
のの
まま

まま
のの
自自
分分
でで
いい
らら
れれ
なな
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
環環
境境
をを
ああ

ええ
てて
創創
りり
出出
しし
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。
当当
然然
、、
自自
分分
のの
ここ
とと

がが
好好
きき
にに
なな
れれ
なな
いい
子子
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。

誰誰
もも
がが
世世
界界
中中
にに
二二
人人
とと
いい
なな
いい
大大
切切
なな
存存
在在

でで
すす
。。
必必
ずず
、、
キキ
ララ
リリ
とと
光光
るる
もも
のの
持持
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

でで
すす
かか
らら
、、
そそ
れれ
らら
をを
発発
見見
すす
るる
役役
目目
にに
ああ
るる
大大
人人

はは
、、
平平
常常
心心
をを
心心
がが
けけ
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
でで
しし
ょょ
うう
。。

すす
るる
とと
、、
元元
気気
にに
振振
舞舞
っっ
てて
いい
るる
子子
どど
もも
のの
、、
本本
当当
はは

寂寂
しし
いい
気気
持持
ちち
にに
気気
づづ
いい
たた
りり
、、
悪悪
態態
をを
つつ
いい
てて
いい
てて

もも
、、
本本
当当
はは
親親
のの
ここ
とと
がが
大大
好好
きき
だだ
っっ
たた
りり
とと
いい
うう
ここ

とと
にに
気気
づづ
けけ
るる
のの
でで
すす
。。
言言
いい
換換
ええ
れれ
ばば
、、
自自
分分
のの
本本

心心
にに
気気
づづ
いい
たた
りり
、、
子子
どど
もも
のの
心心
にに
気気
づづ
いい
たた
りり
しし
なな

がが
らら
、、
私私
たた
ちち
もも
段段
々々
とと
ババ
ララ
ンン
スス
感感
覚覚
のの
良良
いい
大大
人人

にに
成成
長長
しし
てて
いい
くく
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

人人
生生
最最
大大
のの
テテ
ーー
ママ
「「
思思
春春
期期
」」
まま
でで
育育
っっ
てて
くく

れれ
たた
子子
どど
もも
たた
ちち
はは
、、
心心
のの
中中
のの
割割
りり
切切
れれ
なな
いい
思思

いい
やや
、、
つつ
かか
みみ
どど
ここ
ろろ
のの
なな
いい
混混
沌沌
とと
しし
たた
自自
分分
とと

のの
格格
闘闘
をを
人人
知知
れれ
ずず
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
「「
子子
どど
もも
はは

全全
身身
全全
霊霊
をを
捧捧
げげ
てて
、、
一一
人人
のの
男男
をを
父父
にに
、、
一一
人人
のの

女女
をを
母母
にに
育育
てて
上上
げげ
るる
」」
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが
意意
味味
すす
るる

よよ
うう
にに
、、
子子
どど
もも
はは
大大
人人
へへ
のの
大大
切切
なな
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ

をを
伝伝
ええ
たた
いい
時時
、、
言言
葉葉
でで
伝伝
ええ
きき
れれ
なな
いい
場場
合合
にに
はは
、、

どど
んん
なな
手手
段段
をを
使使
っっ
てて
でで
もも
伝伝
ええ
よよ
うう
とと
しし
まま
すす
。。

そそ
れれ
はは
時時
にに
、、
社社
会会
的的
にに
はは
認認
めめ
らら
れれ
なな
いい
行行
動動
にに
出出

るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
分分
をを
窮窮
地地
にに
追追
いい
込込
んん
でで
まま

でで
もも
伝伝
ええ
たた
いい
のの
でで
すす
。。
意意
地地
らら
しし
いい
ここ
とと
でで
すす
。。

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
緑緑
中中
学学
校校
のの
学学
校校
教教
育育
目目
標標

とと
指指
導導
のの
重重
点点
はは
次次
のの
通通
りり
でで
すす
。。

保保
護護
者者
やや
地地
域域
のの
皆皆
様様
かか
らら
、、
ごご
理理
解解
とと
ごご
協協
力力

をを
いい
たた
だだ
きき
、、
大大
人人
もも
子子
どど
もも
もも
共共
にに
育育
つつ
学学
校校
づづ

くく
りり
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。
どど
うう
ぞぞ
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい

申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

【【
教教
頭頭

田田
島島

恵恵
一一
】】

はは
じじ
まま
しし
てて
、、
教教
頭頭
のの
田田
島島
でで
すす
。。

住住
んん
でで
いい
るる
所所
はは
愛愛
川川
町町
のの
半半
原原
でで

すす
。。
緑緑
中中
とと
環環
境境
はは
似似
てて
いい
まま
すす
がが
、、

緑緑
中中
のの
方方
がが
山山
がが
近近
いい
なな
とと
感感
じじ
まま

しし
たた
。。
ここ
のの
素素
晴晴
らら
しし
いい
自自
然然
にに
囲囲
まま
れれ
てて
皆皆
ささ
んん

とと
活活
動動
でで
きき
るる
ここ
とと
をを
楽楽
しし
みみ
にに
しし
てて
いい
まま
すす
。。
宜宜

しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

【【
三三
学学
年年
主主
任任

岡岡
本本

重重
夫夫
】】

厚厚
木木
市市
立立
睦睦
合合
中中
学学
校校
かか
らら
参参
りり
まま

しし
たた
岡岡
本本
重重
夫夫
でで
すす
。。
全全
学学
年年
のの
社社
会会
をを

担担
当当
いい
たた
しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
三三
学学
年年
のの
所所

属属
でで
、、
学学
校校
行行
事事
やや
諸諸
活活
動動
でで
中中
心心
とと
しし

てて
動動
くく
三三
年年
生生
をを
後後
方方
よよ
りり
力力
強強
くく
支支

援援
しし
たた
いい
とと
考考
ええ
まま
すす
。。
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

【【
一一
学学
年年
担担
任任

木木
室室

典典
久久
】】

厚厚
木木
市市
立立
藤藤
塚塚
中中
学学
校校
かか
らら
転転
勤勤
しし

てて
きき
まま
しし
たた
木木
室室
典典
久久
でで
すす
。。
四四
月月
一一
日日

にに
赴赴
任任
しし
、、
なな
んん
とと
美美
しし
いい
景景
色色
なな
んん
だだ

とと
感感
動動
しし
まま
しし
たた
。。
山山
々々
のの
木木
々々
にに
若若
葉葉

がが
芽芽
吹吹
きき
、、
活活
力力
がが
沸沸
いい
てて
くく
るる
思思
いい
がが
しし
まま
しし
たた
。。

緑緑
中中
でで
はは
、、
一一
年年
一一
組組
のの
担担
任任
とと
陸陸
上上
競競
技技
部部
のの
顧顧
問問
とと

しし
てて
、、
生生
徒徒
とと
とと
もも
にに
勉勉
強強
にに
、、
行行
事事
にに
頑頑
張張
っっ
てて
いい
きき

たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。

【【
非非
常常
勤勤
講講
師師

神神
崎崎

秀秀
子子
】】

はは
じじ
めめ
まま
しし
てて
荻荻
野野
中中
学学
校校
かか
らら

参参
りり
まま
しし
たた
神神
崎崎
秀秀
子子
でで
すす
。。
二二
学学
年年

にに
所所
属属
しし
全全
学学
年年
のの
英英
語語
のの
授授
業業
にに
ＴＴ

ＴＴ
でで
入入
りり
、、
週週
一一
回回
一一
・・
二二
年年
生生
のの
数数
学学

にに
入入
らら
せせ
てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。
新新
しし
いい
出出
会会
いい
にに
感感
謝謝

しし
頑頑
張張
りり
まま
すす
。。
どど
うう
ぞぞ
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
致致
しし
まま
すす
。。

【【
学学
習習
指指
導導
員員

齊齊
藤藤

和和
夫夫
】】

皆皆
ささ
んん
、、
ここ
んん
にに
ちち
はは
。。
四四
月月
かか
らら
数数

学学
のの
勉勉
強強
のの
おお
手手
伝伝
いい
をを
すす
るる
ここ
とと
にに

なな
りり
まま
しし
たた
。。
皆皆
ささ
んん
のの
若若
いい
パパ
ワワ
ーー
とと

エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
をを
もも
らら
いい
、、
共共
にに
悩悩
みみ
学学
んん

でで
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
どど
うう
ぞぞ
宜宜
しし
くく
おお
願願
いい
いい

たた
しし
まま
すす
。。

【【
学学
習習
指指
導導
員員

田田
島島

洋洋
子子
】】

保保
護護
者者
のの
皆皆
様様
、、
英英
語語
のの
勉勉
強強
をを

おお
手手
伝伝
いい
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ
くく
ここ
とと
にに

なな
りり
まま
しし
たた
田田
島島
洋洋
子子
とと
申申
しし
まま
すす
。。

英英
語語
のの
楽楽
しし
ささ
、、
大大
切切
ささ
をを
皆皆
ささ
んん
にに

感感
じじ
らら
れれ
るる
よよ
うう
、、
分分
かか
りり
やや
すす
いい
ササ
ポポ
ーー
トト
をを
しし

てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
。。

緑緑
樹樹

発発行行者者

清清川川村村立立緑緑中中学学校校

５５ 月月 号号

輝輝
くく
瞳瞳
、、

人人
のの
人人
格格
のの
文文
化化
をを
！！

～～
一一
人人
ひひ
とと
りり
がが
緑緑
中中
学学
校校
のの
輝輝
くく
星星
～～

校校
長長

市市
川川

美美
紀紀
子子

着着
任任
いい
たた
しし
まま
しし
たた

「「よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま
すす
」」

７７１１

『『未未来来をを拓拓くく力力』』 ○○ししななややかかででたたくくままししいい心心とと体体ととをを以以っってて、、自自主主自自立立のの精精神神

をを鍛鍛ええ、、豊豊かかなな想想像像力力ををももっってて自自己己のの未未来来をを創創造造ししてていいくく。。

『『実実践践・・創創造造すするる力力』』 ○○物物事事にに対対すするるととららええ方方をを広広げげたたりり、、深深めめたたりりししななががらら、、

正正ししいい判判断断とと実実践践ににつつななげげてていいくく。。

『『感感動動をを大大切切ににすするる心心』』 ○○情情熱熱をを以以っってて事事にに当当たたるるここととかからら得得るる充充実実感感やや達達成成感感、、

連連帯帯感感等等かからら生生ままれれるる感感動動をを体体験験ししてていいくく。。

重重点点指指導導目目標標

○○基基礎礎基基本本のの定定着着をを図図りり、、学学習習意意欲欲のの向向上上とと学学習習習習慣慣のの確確立立すするる中中でで、、思思考考力力・・判判断断

力力・・表表現現力力をを育育ててるる。。

○○限限らられれたた人人間間関関係係のの中中でで、、自自他他へへのの信信頼頼とと寛寛容容ををももっっててよよりり良良いい集集団団やや校校風風をを築築くく

意意欲欲とと態態度度をを育育ててるる。。

○○ああいいささつつ・・美美ししいい言言葉葉づづかかいい等等のの礼礼儀儀やや、、他他をを思思いいややるる心心・・感感動動をを大大切切ににすするる心心をを育育ててるる。。

平平成成２２３３年年５５月月１１日日発発行行


